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(其のー)衝撃波用回路に就いて
?告上井

Pul目。Tl'anslllÎssion CÎl'cuit (Pal't 1) 
Hirosi INOUE 

In this paper， the r巴lation between the atte nua tiou aud trl1nsient of the pnlse trllll1時missiol1 cir­
ciuts is treated. Deviding the attemmtion freqnency charRcter into :step function， Si functiol1 is 
used， Rnd the ll.pproxinmte values of the transient ll.re obt ai ned step by s t ep . And w!th Poissol1 
」削除Iりes integrnl， the realization to the ladder circnit of this functioll has b芭en made. 

-圭=­Z遇

衝撃波を伝送する同路に於い ては， 例えば線路及び真空管に於いては 必然的に容量を合むもので
あり， 従って波形を忠実に伝送するためには ， 此の容量を補償する必要があり， 誘導を附加して行

って居る。 此の同路の諸定数が与えられる時には 此l乞対する過渡現象1は数値計算に依り 求められる

が， 本文では 此を減衰特性が与えられた場合に 此の過渡現象を求め て ， 波形の忠実伝迭を論じよう
とするのであるが ， 測定するのは減衰特性位相特性であるので 此の方が実際に近いものである。 ま

た 此の減衰特性が与えられた時に 此を梯子型同路に実現する方法に就いて も趨ぺて居る。 其の三に
於い ては， 衝撃波伝送用変成器の鉄心の厚さに就いて論?る予定である。

緒

忠実に波形を伝送する同路として低域諸波器の減衰特性はEうたるかを取扱って見る。

低域通過同路の伝達アドミツタンスを分割して第一図の様にする正， 分割されたYl， Y2……の
アドミツタンスを有する同路の切断面周波数を夫々ω1，ωsとする。
此のY1 たる量を切断角周波数 ω1 の時にHetwisideのUnit step 

を加えた時には過渡現象はIY1 i Si(ω1 t)で表わすととが出来る。
裁にSi I式日ine integralである。

重墨の現に依って各Ynに対して 此を

4ω 吟均的 』附加するとよい 。 然し て合成波形が忠実

第 1 区i 波形伝送す ためには電流確立に最も早く

到着すればよいので ， 第二図の様に最も簡単の場合にはω1とω2 との

比を6に取れば電流確立の漣が1%以下になる。

fま域漉波器の忠実渡略伝送2. 
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ω2/ω1=6回路の梯子型回路への合成

前節の関係を利用し て振巾特性をFourier級数で近似し， 第二項までで打切ると次の様になる。

A(ω)=す(山市(す1 す )}
此の振巾特性に対するHeavisideのnnit stepの応動は

Bト; {SiC川+-�-Si((I)ltーπ)十-}Si((I)lt+斗

とたる。 然るに Si(ωlt)に対するOperater式は

3. 
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2 -I P Gt(p) =ー;-cot-l-ア“ 山1
で与えられるから B(りに対しては

G(P) 40t-1よ+ie-Meot由LL+__!__e内()t-1__lJ___ 
ι ωI π ω1 π ω1 

2 ��._ 1 P (， ， �"Mt.. prc ， = 一州-1 _/:'_11 + 附h p: ) π ω1 \ ?， I 
此の間路を梯子型で実現するためにはPoisson-Stielりesの積分に導くとよいから，

G(か バc + f∞宅住)t ' ) 0 p"+X J 
主主vc. cp(X) は非減少函数で

C==lim G臼L
P→∞ P 

1 1 r π .-\ dψ(x) ==一一一一 - -;;-( 1十cos-;j--，/x Jπ干ノX 2 \ � ， �，， - 2 v .v J 
で表わすととが出来る。 梯子型同路の常数を求めるとJI= j; dψル1 .036

1 1'4 1 � f 押 、---;- ==f 二一 一二二一11 + c o s土，/x Idx==2.1 4 b2 . - ) 0 2rr 
-VX \ � ， �，，� 2 v ;v ) 

となるから標準化せられた等価同路は第三図 の様に友る。 此の数値計算結果を 他の方法 で求めた 値

L=t 

第 3 図

と比較して見る。 永井， 池田氏 の衝撃波増巾器の設計に於いて， ω0)= 
Ro 1 

でR;;-としてあり本計算では-rEJ=2とたるが， 両氏に依れば

R-，2，，-，3 となって居る。 本計算の安当性が分ると思う。

4. 滅嚢特性が図的に与えられた場合

前節の所論に依り梯子型同路として 実現するには， 減衰特性がPoisson-Stieltjes積分の例理) の
中に 入って来る必要がある。 然るに此のψ(x) は 現在明白1ì形に表現され

内= 与τ誌

で表わされる。 (文献(1 )の(51)式)
Uは減哀函数の逆数xlま角周波数ωの二乗に等しいと考えればよい。 従って減衰函数Uが与え

られた場合 (例えば遇常のTscl向scheffの特性の様な場益?此のUを各Step函数時解して前
節のん， b2， bsの値を決定すると梯子型同路として 実現可能で， 最も簡単たる例に於いては 他の方
法よりも便利に計算出来る。 此の結果は本文よりそれる故後に報告すると主主する。
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